防災・減災を目指した 新たな取り組み by 独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター et al.
[I.J '\I I :I :; ' .'t，j b1lIC唖IiIl吊n:I:1 1 1町πif.1 l lm柑 111111 ト刺! {I] : I~ I/ hj昨日沼市川 1 1-\ 1 日~:i1耐用 1 1 í'ir::TF.1f:Tj'f;哩 .HIJ:I~ I， I同
調 r1 1 五 L -JJE-_7~η:~.
司~I じ ~II三- I~芝辺盟辻11
瞳~~J
，_ J~ヨ~園、z・E--- ..配，. ./ ，.. . h ヨ副官1-i l ' l ~ 1: IIl ; H IillWllil!l 11出山 :1 P. I!jl 目1 ;.1f，!1・I~'I山崎明:τ四冨li'T7.!.T四 i官官司問~I・πr:W:rniIiで~
ら~亙i盗塁雄掴・・・







独立行政法人国立文化財機構 j?' (((訴前 弓
::i “面面~I. Z.






















第 1章 遺跡における災害痕跡調査と「地質考古学J........................................2 
第 2章奈良文化財研究所の取り組み
第 1節 「考古資料お よび文献資料からみた過去の地震 ・火山災害に関する情報の収集と
データベース構築 ・公開」事業 ...............................................8 
第 2節 文化財担当者専門研修の取り組み .............................................20 
第 3章 おわりに........................................................................20 
. 'ì~O\'tRTI~弘
^~V ~ ''!A 


































































たと考えられる o 1980年 (昭和 55)頃には群馬県でも
地割れが検出されている O
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倉庫 ・小屋、水田、 畠 -畑、祭杷場、放牧地、溝、河川
などがあるが、浅間山等の噴火に伴うテフラ等で埋没な
どした水田・畠の発掘調査成果が集成されたりしている
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検討からは 1699年 (元禄 12)の暴風雨 (高潮)による
被害が考えられている O 長谷元屋敷遺跡 (第 l次調査)
では、 3期にわたる砂層及び遺構面を形成する土層中に
含まれる土器類等の遺物を詳細に検討して砂層の年代を
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ほか 2009)、宮城県の沓形遺跡 (斎野ほか 2010)、北海道
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凶鮒 遺跡・調査技術研究室






























(図 1) 0 2015年度から はデータの集成を進めつつ、「い
つJ1"どこでJ1"どのような災害が」発生したかを「見え
る化する」ために、地図上で検索 ・表示ができる地理情










である O これは極めて重要なことである O
実際に行っている作業としては、大きく 3つに分かれ
るo 1つめはデータの集成である O 全国的に早い時期
から遺跡中に災害痕跡があることが報告されている事
例 (例えば石田 1967、松島 ・伴 1979、堀口 ・角田ほか
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大木ほか 20日、飯森 2013、上宮2013、青野ほか 2014、仙台
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と共に、奈文研が運用する全国(段ノ原B遺跡 ・福島県) (金井東裏遺跡、 .群馬県)
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均 5~ 10件程度と極端に少ない (例
えば、寒川 1992など)状況であった。
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項目No. 項目 項目No. 項目 項目No. 項目 項目No. 項目 項目No. 項目
001 都道府県名 011 調査区 021 遺跡DB_ID 031 日本測地系東経 041 備考|
002 都道府県ID 012 調査次 022 遺跡種別 032 世界測地系北緯
003 市町村名 1 013 調査年 023 自治体遺跡番号 033 世界測地系東経
004 市町村名 2 014 調査区分 024 遺跡DB記載所在地 034 時代・遺跡種別
005 市町村名 3 015 幹番号 025 現住所 035 面積
006 市町村B 016 枝番号 026 現況 036 群集遺跡ID番号
007 丁/番地/号 017 遺跡ID 027 分布地形 037 遺構概要
008 団体コード 018 掲載書籍番号 028 主な時代 038 遺物概要
009 遺跡名 019 分冊 029 指定区分 039 発掘概要























































項目No. 項目 項目No. 項目
011 堆積層ID 021 堆積環境
012 土色相 022 災害痕跡
013 土色相ID 023 痕跡別
014 層相記載 024 痕跡コード
015 鍵層ID 025 検出層位
016 遺構名 r 026 推定災害名称
017 遺物包含 027 発生年
018 層厚(cm) 028 痕跡同定者， 
標高深度(m) 備考019 029 
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表3 災害痕跡の類別と ID 





















































その他 50 10 崩落 ・陥没
その他


















































































調査を行った担当団体の記載に従っている O 項目 018は








ある O 項目 001~ 006は遺跡概要および位置情報とリン
クさせるため、同ーのものを記載している D それ以外の
項目については、各遺跡の発掘調査報告書の内容に記載






番号を割り振っている O また項目 024は、表3で示す地
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調査 -研究成果を利用して作成していく方針である D 被
災分布図は、史資料から家屋倒壊や井戸渇水、鳴動など
の記録を抽出することによって、被災評価を加えつつ作
















































※ 5 i奈良文化財研究所 遺 跡 デ ー タベ ー ス (http:/
mokuren.nabunken.go.jp/scripts/ strieveW 
exe ?USER= ISEKI&PW = ISEKI) J、平成 27年 9月1日現在に
拠る。
※ 6 i奈 良文 化財 研究 所報 告書 抄録 デー タベース
( http://mokuren.nabunken.go.j p/ scripts/s trieve W 
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松島柴治 『延命寺跡発掘調査報告書一浅間焼けによ り埋没 した寺
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